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出荷最盛期



Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
が
商
標
登
録
し
た
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
こ
と
、
射
水
市
特
産
の

黒
大
豆
枝
豆
の
収
穫
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
早
朝
に
収
穫
さ
れ
た
枝
豆
は
、

鮮
度
を
保
つ
た
め
に
野
菜
集
出
荷
施
設
の
冷
蔵
施
設
に
す
ぐ
に
搬
入
さ
れ
真
空
冷

却
装
置
に
て
急
速
に
冷
却
し
ま
す
。
翌
日
に
選
別
を
行
っ
た
後
、
県
内
外（
東
京

や
名
古
屋
、
岐
阜
）の
市
場
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

管
内
で
は
、
枝
豆
の
販
売
で
一
億
円
規
模
の
産
地
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

作
付
面
積
も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
令
和
5
年
度
に
は
39　

ま
で
拡
大
し
、
県
下

最
大
の
枝
豆
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
は
、
７
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
９
月
中

旬
ま
で
続
く
予
定
で
、
今
年
度
は
出
荷
量
１
２
０
ｔ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

甘
み
が
強
く
コ
ク
が
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

栄
養
面
に
つ
い
て
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ1
が
多
く
含
ま
れ
、
冷
た
い
も
の
を
食
べ
る

機
会
の
多
い
夏
場
の
胃
腸
の
消
化
機
能
を
助
け
る
働
き
や
、
疲
労
回
復
、
夏
バ

テ
防
止
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
枝
豆
の
た
ん
ぱ
く
質
の
中
に
含
ま
れ
る

メ
チ
オ
ニ
ン
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
を
助
け
、
肝
臓
の
負
担
を
軽
く
す
る
の
で
、

ビ
ー
ル
の
つ
ま
み
に
最
適
で
す
。

今
年
は
7
月
19
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
市
内
の
小
中
学
校
の
給
食
に
も
提
供
さ

れ
ま
す
。

お
買
い
求
め
は
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
農
産
物
直
売
所
「
村

の
駅 

菜
っ
ち
ゃ
ん
」
太
閤
山
店
や
新
湊
店
の
ほ
か
、
県

内
ス
ー
パ
ー
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
黒
大
豆
枝
豆

「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ha

射
水
市
特
産
枝
豆

富
山
ブ
ラ
ッ
ク

出
荷
最
盛
期

❶枝豆を水洗いし、たっぷりの塩で❶枝豆を水洗いし、たっぷりの塩で
さやの毛が落ちるくらいよくもむ。さやの毛が落ちるくらいよくもむ。
（塩もみ後、水洗いしない）（塩もみ後、水洗いしない）

❹３〜５分の短時間でさっと茹であげ、やや硬め❹３〜５分の短時間でさっと茹であげ、やや硬め
で火を止める。（火を止める時は必ず沸騰してで火を止める。（火を止める時は必ず沸騰して
いること）いること）

❷鍋にたっぷりの水を入れ、❷鍋にたっぷりの水を入れ、
沸騰させてから塩もみした沸騰させてから塩もみした
枝豆を入れる。枝豆を入れる。

❺ザルに広げて、熱いうちに❺ザルに広げて、熱いうちに
お好みで塩をまぶす。お好みで塩をまぶす。

❸すぐにお湯の塩加減を確認❸すぐにお湯の塩加減を確認
し、薄ければ塩を加える。し、薄ければ塩を加える。

❻うちわや扇風機ですばやく❻うちわや扇風機ですばやく
冷やせば、できあがり。冷やせば、できあがり。
　（水で冷やすと風味が損なわ　（水で冷やすと風味が損なわ
れる）れる）

美味しい枝豆の茹で方
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令
和
5
年
産
大
麦
の
初

検
査
が
6
月
14
日
（
水
）

に
新
湊
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
産
大
麦
の
生
育
が

平
年
よ
り
早
く
進
ん
だ
た

め
、
刈
取
作
業
は
５
月
25

日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

刈
取
り
期
間
中
に
は
台
風
２
号
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た

が
、
６
月
１
日
に
は
概
ね
収
穫
が
終
わ
り
ま
し
た
。

今
回
、
60
ｔ
の
富
山
県
産
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
ノ
ウ
が
検

査
さ
れ
全
量
１
等
と
な
り
ま
し
た
。
品
質
に
お
い
て
は
、

容
積
重
・
千
粒
重
は
前
年
並
み
、
粒
形
・
充
実
度
・
光

沢
も
前
年
並
み
と
な
り
全
体
的
に
は
平
年
並
み
と
な
り

ま
し
た
。

作
柄
に
つ
い
て
は
、

穂
数
が
平
年
よ
り
多
く

千
粒
重
が
平
年
並
み
の

た
め
、
収
量
は
平
年
よ

り
や
や
多
い
見
込
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
調

整
作
業
を
丁
寧
に
行
い
、

良
品
質
大
麦
の
出
荷
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

第
40
回
農
業
機
械
総
合
大
展
示
会
「
農
機
フ
ェ
ア
２
０
２
３
」

が
７
月
8
日（
土
）・
９
日（
日
）の
２
日
間
、
富
山
産
業
展
示
館

「
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
展
示
会
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
と
や
ま
と
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
協

力
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
ヰ
セ
キ
や
ク
ボ
タ
、
ヤ
ン
マ
ー

を
は
じ
め
と
し
た
国
内
約
30
社
が
ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ
ン
、

ド
ロ
ー
ン（
小
型
無
人
飛
行
機
）等
、
約
１
，０
０
０
点
を
出
展
す
る

県
内
最
大
の
農
業
機
械
展
示
会
で
す
。

今
回
の
展
示
会
で
は
、
話
題
の
最
新
農
機
や
農
業
用
ド
ロ
ー
ン

を
は
じ
め
と
す
る
省
力
化
関
連
機
械
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
各
メ
ー
カ
ー
担
当
者
が
機
械
の
操
作
方
法
や
機
能
性
等
を
紹

介
し
、
来
場
者
は
試
乗
体
験
等
を
し
な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

他
に
も
、
お
子
様
向
け
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
は
お
弁
当
・
ス
イ
ー
ツ
が

販
売
さ
れ
大
勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
来
場
特
典
と
し
て
女
性
限
定
で
両
日
先
着

５
０
０
名
の
方
に
県

内
高
校
の
生
徒
が
育

て
た
花
の
ポ
ッ
ト
苗

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
し
た
。

ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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に
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に
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ま
す
。
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に
選
別
を
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、
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内
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東
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屋
、
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場
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の
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で
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、
県
下

最
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の
枝
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産
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と
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す
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ま
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旬
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続
く
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今
年
度
は
出
荷
量
１
２
０
ｔ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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、
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ビ
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ミ
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、
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夏
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。

今
年
は
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19
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ら
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に
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の
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提
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。
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Ａ
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」
太
閤
山
店
や
新
湊
店
の
ほ
か
、
県

内
ス
ー
パ
ー
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
黒
大
豆
枝
豆

「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
新
人
職
員
た
ち
が
、
富
山
市
吉
岡

に
あ
る
県
農
業
研
究
所
の
試
験
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
を
歩

い
て
い
た
。
区
画
ご
と
に
整
然
と
広
が
る
田
ん
ぼ
や
畑

で
は
、
米
の
新
品
種
を
育
て
た
り
、
病
害
虫
対
策
を
研

究
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
験
を
展
開
し
て
い
る
。

講
師
に
先
導
さ
れ
た
新
人
た
ち
が
、
あ
る
圃
場
の
前

で
立
ち
止
ま
っ
た
。

取
材
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
の
ぞ
く
。

お
も
し
ろ
い
動
き
を
し
て
い
る
新
人
男
性
の
姿
が
目

に
入
り
、
思
わ
ず
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

彼
は
、
何
か
を
講
師
か
ら
受
け
取
る
と
、
手
の
ひ
ら

に
載
せ
て
じ
っ
と
観
察
し
て
い
る
。

こ
の
エ
リ
ア
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
肥
料
を
開
発
す

る
た
め
の
試
験
圃
場
。

手
に
載
せ
た
の
は
、

お
そ
ら
く
「
肥
料
を

包
む
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
殻
」
で
あ
ろ
う
。

カ
エ
ル
の
卵
の
よ
う

な
形
を
し
て
い
る
が
、

似
て
も
似
つ
か
ぬ
代

物
で
、
海
に
流
れ
出

す
と
汚
染
の
原
因
に

な
る
と
い
う
。

新
人
男
性
は
そ
れ

を
手
の
ひ
ら
に
載
せ

た
ま
ま
、
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
お
す
そ
分
け
す
る
か
の

よ
う
に
、
見
せ
て
回
っ
た
。
興
味
津
々
の
様
子
で
、
純

粋
に
学
び
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
。

名
前
を
尋
ね
る
と
「
Ｊ
Ａ
福
光
の
久
保
太
一
で
す
」

と
、
さ
わ
や
か
に
答
え
て
く
れ
た
。

そ
の
調
子
で
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も
の

で
あ
る
。

圃
場
視
察
に
先
立
つ
「
農
機
の
見
学
」
の
場
面
で
は
、

同
じ
Ｊ
Ａ
福
光
の

瀬
戸
裕
憲
さ
ん
が
、

自
動
で
航
行
す
る
ド

ロ
ー
ン
に
つ
い
て
質

問
し
、
技
術
面
で
は

な
く
「
そ
れ
、
お
い

く
ら
で
す
か
」
と
価

格
を
尋
ね
て
場
を
な

ご
ま
せ
る
一
幕
も

あ
っ
た
。
質
問
は
肩

ひ
じ
張
ら
ず
、
そ
ん

な
感
じ
が
よ
い
の
で

あ
る
。

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
場
で
は
、
多
く
の
人
が

「
空
気
」
を
読
ん
で
発
言
を
た
め
ら
う
。
失
敗
し
た
く

な
い
と
か
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
言
う
や
つ
だ
と
思
わ

れ
て
損
を
し
た
く
な
い
と
い
う
「
ケ
チ
く
さ
い
気
分
」

に
支
配
さ
れ
が
ち
で
、
目
立
つ
こ
と
を
し
た
が
ら
な
い
。

だ
が
、
長
い
目
で
見
れ
ば
、

「
学
び
た
い
」
と
か
「
知
り

た
い
」
気
持
ち
に
正
直
に
行

動
で
き
る
人
は
、
決
し
て
損

を
し
な
い
。
仮
に
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
て

も
、
そ
う
い
う
こ
と
の
小
さ

な
積
み
重
ね
が
未
来
を
切
り

開
く
原
動
力
に
な
り
、
財
産

と
な
る
。

損
を
し
た
よ
う
に
見
え
て
、
実
は
得
を
す
る
の
だ
よ
。

こ
の
研
修
は
「
富
山
県
域
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
連
絡
協
議
会
」
が
主
催
し
、
Ｊ
Ａ
富
山
中
央
会
や

全
農
と
や
ま
、
共
済
連
富
山
、
農
林
中
央
金
庫
富
山
支

店
の
先
輩
た
ち
が
、
協
力
体
制
を
組
ん
で
運
営
し
た
。

日
本
農
業
新
聞
や
家
の
光
協
会
ま
で
も
が
応
援
に
駆
け

付
け
る
と
い
う
手
厚
い
布

陣
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

は
研
修
体
制
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
先

も
こ
の
よ
う
な
機
会
は
き
っ

と
何
度
も
訪
れ
る
。
失
敗
し

て
あ
た
り
ま
え
。
気
前
よ
く
、

じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
質
問
し
よ
う

で
は
な
い
か
。

第
15
回
「
学
び
の
姿
勢
」

気
前
よ
く
質
問
し
よ
う

日
本
農
業
新
聞
富
山
通
信
部

ラ
イ
タ
ー
　
本
田 

光
信

ESSAY

15

われら

アグリ応援団

プラスチックの殻に
興味津々の新人職員

農機の説明に
聞き入る参加者

運営を支えるＪＡ富山
中央会などの職員

富山県農業の
特長などを学ぶ新人職員

いみず野だより　4
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◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
令
和
４
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
作
成
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
令
和
４
年
度
下
期
監
事
監
査
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た

事
項
に
関
す
る
措
置
回
答
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
大
口
貸
出
金
の
申
込
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
令
和
4
年
産
米
出
荷
者
（
組
合
員
以
外
）
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
５
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告

三
、
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

四
、
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
運
用
実
績
に
つ
い
て

五
、
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
（
第
１
四
半
期
）
に
つ
い
て

六
、
組
合
員
加
入
脱
退
状
況
（
第
１
四
半
期
）
に
つ
い
て

七
、
固
定
資
産
の
売
却
に
つ
い
て

八
、
理
事
会
付
議
大
口
融
資
案
件
の
残
高
推
移
に
つ
い
て

九
、
貸
出
金
の
実
行
報
告
に
つ
い
て

十
、
余
裕
金
運
用
状
況
（
第
１
四
半
期
）
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

− 
第
14
回
定
例
理
事
会 

−

日
時
：
令
和
５
年
６
月
20
日（
火
） 

午
後
２
時
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店 

３
階
大
ホ
ー
ル

役
員
会
だ
よ
り

＊（　）内の数字は前年同期比

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和 5年６月末日）
正組合員数 5,105 人　
 （△  94 人）
准組合員数 7,637 人　
 （△  500 人）
みなさまの貯金高 1,397 億  8 百万円　
 （△ 28 億 96 百万円）
みなさまへの貸出金 287 億 72 百万円　
 （ 　 1 億 41 百万円）
長期共済保有高 2,522 億 17 百万円　
 （△ 95 億 98 百万円）
購買品供給高 14 億 14 百万円　
 （ 　 1 億 40 百万円）
販売品販売高 2 億 61 百万円　
 （73 百万円）

お口の機能を保ちましょう

口の体操

発生練習

ＪA富山厚生連からのお知らせ

厚生連滑川病院

リハビリテーション部技師課長　銭 谷 　 嘉 純
ぜに　たに 　　　　よし　のり

新型コロナウイルスの流行によりマスク生活が始まって３年が過ぎました。今年の３月にマスク着用は個人
の判断へと緩和されましたが、人が密集する所に出かける時などは着用されている人が多いように思われます。
感染対策に気を付けなければなりませんが、マスクの下では口呼吸の状態となりやすく、また表情も乏しくな
ることが報告されています。顔や口まわりの筋肉を使わなくなることで、呂律の回りにくさや顔のたるみが気
になるという人、食べ物が飲み込みにくくなったと感じている人もいるのではないでしょうか。
口まわりの筋肉は表情を豊かにして容姿を保つだけでなく、話したり食べたりするのに重要な役割を担って

います。普段何気なく話したり食べたりしていますが、口の動きは意外に複雑です。舌は単純に前後、左右に
動くだけでなく捻ったり回旋したり、それらの動きを組み合わせることで多様な発音ができます。また頬や唇
が一緒に動くことで咀嚼する時に食べ物が口の外へ出ないようにしながら、唾液と食べ物を混ぜ合わせて飲み
込みやすい形に整え、のどへと送っています。
口まわりの運動を行うことで、話すことや食べることの機能低下を予防する効果が期待できます。家族や

友人と会話を楽しんだり、美味しく安全に食事を続けられるよう、舌や唇、頬の運動で口の動きをしなやかに
保っていきましょう。

　組合員の皆様には時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く
御礼申し上げます。
　さて、組合員の皆様の組合員資格に変動が生じた場合には、定款の定めるところにより、書面にて当
組合宛にその旨ご連絡いただくこととなっております。組合員資格の変動があった場合には、お手数で
すが当組合の最寄りの支店までお申し出ください。
　組合員資格の変動は、組合員資格を喪失した場合や、正組合員から准組合員
に、または、准組合員から正組合員に資格が変動した場合が該当します。
　ご理解とご協力をお願い申し上げます。

組
合
員
資
格
の

確
認
の
お
願
い

お問い合わせは
最寄りの支店まで

❶「うー」ととがらせる

❷「イー」と引く

❺ 舌を出したりひっこめたり

一息で
９秒以上目指す

はっきり
繰り返し
発音する

アー
エー

パパパパ…
　　タタタタ…
カカカカ…
　　パタカラ…

❸ 頬を膨らます

❻ 舌を左右に動かす❹ 頬をすぼめる

❼ 唇をなめるよう舌を回す

いみず野だより　6



女性部だより女性部だより

８
月
４
日（
金
）
第
２
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業

　
　

８
日（
火
）
フ
ラ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

今
後
の
日
程

小
松
菜
を
出
荷
し
て
い
る「
フ
ァ
ー
ム

清
安
」さ
ん
が
片
口
に
あ
る
こ
と
は
知
っ

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
地
元
に
居
な
が
ら

見
た
こ
と
も
、
食
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
６
月
３
日（
土
）に
フ
ァ
ー

ム
清
安
さ
ん
の
ご
厚
意
と
協
力
の
も
と
、

小
松
菜
の
収
穫
体
験
と
立
派
な
小
松
菜
を

使
っ
て
の
料
理
教
室
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
一
面
の
小
松
菜
は
、
見
て
い
る

だ
け
で
美
味
し
そ
う
で
す
。
土
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に

大
切
に
引
っ

こ
抜
き
、
市

場
に
出
る
時

と
同
じ
よ
う

に
見
栄
え

を
良
く
し
て
、
計
量
し
袋
詰
め

を
し
ま
し
た
。
そ
の
小
松
菜
を

使
っ
て
次
は
、
調
理
で
す
。
部

員
の
境
君
子
さ
ん
を
講
師
に
む
か

え
５
品
に
挑
戦
。「
ス
ム
ー
ジ
ー

飲
み
や
す
い
し
体
に
い
い
ね
」

「
漬
物
は
歯
ご
た
え
が
あ
っ
て
美

味
し
い
」と
試
食
し
な
が
ら
話
も
弾
み
ま

す
。
地
元
を
見
直
し
、
足
を
運
ん
で
体
験

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
わ
か
る
事
、
み
ん

な
で
分
担
し
て
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
ワ

チ
ャ
ワ
チ
ャ
作
る
楽
し
さ
を
、
今
回
の
行

事
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

さ
ら
に
６
月
15
日
（
木
）
。
今
年
も

「
梅
」の
時
季
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。「
一

人
で
は
面
倒
く
さ
い
な
。
や
め
よ
う
か

な
。
」と
い
う
こ
と
も
、
皆
で
す
れ
ば
楽

し
い
時
間
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
商
品「
く
だ
も
の
を
漬
け

て
飲
み
ま
酢
」を
使
っ
て
サ
ワ
ー
ド
リ
ン

ク
を
作
り
ま
し
た
。
手
作
り
と
い
う
も
の

は
、
愛
着
も
ひ
と
し
お
！
今
年
の
梅
の
状

態
は
ど
う
か
な
と
瓶
を
覗
い
た
り
、
美
味

し
く
な
ぁ
れ
と
か
き
ま
ぜ
る
こ
と
も
、
日

頃
の
生
活
に
う
る
お
い
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
今
か
ら
出
来
上
が

り
が
楽
し
み
で
す
。

（
片
口
支
部
）

梅
雨
の
晴
れ
間
の
６
月
29
日（
木
）、

大
門
本
江
公
民
館
で
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
を
開

催
し
、
10
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
に
コ
ロ
ナ
対
策
が
緩

和
さ
れ
、
地
元
の
公
民
館
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
近
く
に
住
ん
で
い
て

も
な
か
な
か
会
話
が
出
来
な
い
日
々
で
し

た
が
、
こ
の
日
は
久
し
ぶ
り
に
会
え
た
喜

び
で
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

花
工
房
ａ
ｍ
ｉ
の
清
水
先
生
の
指
導

で
フ
ラ
ワ
ー
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
し
ま
し

た
。
ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
ア
ロ
マ
の

香
り
を
選
ん
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
目
を
閉
じ

て
ゆ
っ
く
り
瞑
想
し
ま
す
。
コ
ツ
を
掴

ん
で
毎
日
お
風
呂
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

と
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
よ
う
に
な
る
と
教

え
て
い
た
だ
き
、
さ
っ
そ
く
好
き
な
ア
ロ

マ
の
香
り
に
包
ま
れ
て
や
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
次
は
色
彩
心
理
で
５
つ
の

円
を
好
み
の
色
で
塗
り
ま
し
た
。
思
い
思

い
の
色
を
塗
っ
て
い
く
と
、
み
な
さ
ん
同

じ
も
の
は
な
く
、
個
性
が
出
て
い
ま
し
た
。

塗
っ
た
色
に
よ
っ
て
自
分
の
過
去
や
現
在
、

未
来
の
こ
と
ま
で
読
み
取
れ
る
と
い
う
、

不
思
議
な
体
験

で
し
た
。
毎
日

忙
し
く
過
ご
し

て
い
る
中
で
も
、

行
動
を
見
直
し

自
分
を
大
切
に

す
る
こ
と
も
必

要
だ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
「
に
じ
の
会
」
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
手
の
指
の
ツ
ボ
を
圧
し
て
内
臓
を

刺
激
し
た
り
、

間
違
い
探
し

ゲ
ー
ム
で
脳

を
刺
激
し
ま

し
た
。
大
き

な
声
で
笑
っ

た
り
歌
っ
た

り
、
短
い
時

間
で
し
た
が

公
民
館
に
は

み
な
さ
ん
の
笑
顔
の
花
が
咲
い
て
本
当
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
二
口
支
部
）

収
穫
体
験
＆

　
　
　
料
理
教
室

さ
わ
や
か
ほ
っ
と

サ
ロ
ン

7　いみず野だより



いみず野農機センター TEL：52-0455 
小 杉 農 機 セ ン タ ー TEL：55-1765
新 湊 農 機 セ ン タ ー TEL：82-8530

お問い合わせはお近くのJA農機センターへ

お盆用切花

花の即売会 小杉低温倉庫・「菜っちゃん」新湊店小杉低温倉庫・「菜っちゃん」新湊店にて
７：00〜11：00７：00〜11：00 ９：00〜15：00９：00〜15：00

日付

場所

８月12日（土）
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